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【取組の目的】 市民が気軽にスポーツに親しむことができるよう、生涯スポーツの普及と市民や地域の主体的なスポーツ活動を推進します。

１　主要事業の評価

      

１　取組指標の評価　【※　実績値は、各年度末における最新数値】

２　指標で表すことが困難な成果

3.83.83.83.8 4.03.6
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4

105.7 19.096.9 0.3

◎　市民へのニュースポーツ等の普及により、日常において気軽にスポーツに取り組んでもらうことで、スポーツの推進をはじめ、市民の健康増進、地域交流やコミュニティの
　推進につながっている。
◎『東海道どまん中ふくろいツーデーウオーク開催事業』において、市民の健康増進とともに、ウオーキングを通じて、市民はもとより、県内外の人々に本市の素晴らしさを
　ＰＲし、市の情報発信及び観光振興にも寄与している。
◎　Ｊリーグや静岡国際陸上、エアロビック選手権など、国内外のトップレベルのスポーツ大会を活用し、優れた競技スポーツを見る機会を充実した。 評価結果の平均値（B） 3.8
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100.8 14.8

【指標に影響を与えた主な要因】
◎　市民意識調査結果のうち、“定期的にスポーツを行う人の割合”は横ばい傾向であるが、20～40歳代で実行できていない割合が高い。
　　【Ｈ17：21％、Ｈ18：39.2％、H19：45.9％、H20：46.0％、H21：42.7％】
◎　スポーツ種目の多様化やスポーツ協会、指定管理者などの各種事業の展開により、スポーツを行っている人の割合は増加してきており、運動施設の利用者数やウオーキングイベントの参加者
　数の増加等へ繋がっている。

伸び率

評　 価 － 2

達成率 伸び率 － －

目 標 値 － －

実 績 値 3,951 4,127
4.4－

2
市内の運動施設の利用者数
(エコパは除く)【人】

目 標 値 －
実 績 値 579,664 581,872

実 績 値 57 67

達成率 伸び率 － －

評　 価 － 2

H22 H23 H27

4スポーツ協会運営補助事業 8,000 3 3

評価結果の平均値（A） 3.33.33.33.3

 ≪評価基準≫　　 ４４４４：達成率 ≧ 100%・前年比伸び率 ≧ ０%   　３３３３：達成率 ≧ 100%・前年比伸び率 ＜ ０%   　２２２２：達成率 ＜ 100% ・前年比伸び率 ≧ ０%  　 １１１１：達成率 ＜ 100%・前年比伸び率 ＜ ０%

H24 H25

11
スポーツ選手激励・指導者養成
事業

1,098 4 4 4

H26

46.0 53.0

563 4

4

◎　平成23年４月に『風見の丘』を開館し、日本一健康文化都市実現のため、市民の健康増進に寄与できる施設運営や、市民自らが健康づくりに取り組むための
　教室等を開催し、将来的に、医療費低減につながるよう、事業展開をしている。
◎　スポーツの振興や競技力の向上等を図るため、アマチュアスポーツの国際大会・全国大会に出場する個人又は団体に激励金を助成するスポーツ選手激励事業や、
　スポーツ指導者の資格取得費用に対して助成する指導者養成事業を実施している。
◎　ジュニアの『競技エアロビック』の全国大会を開催することで、本市を全国発信するとともに、本市の活性化を図っている。エアロビックを身近で手軽にできる
　スポーツとして普及することに加え、高齢者でも体力のない方でもできる「スローエアロビック」を推進することにより、市民の健康増進につなげ、日本一健康文
　化都市のまちづくりを目指している。
◎　公民館単位でのウオーキングイベントや東海道どまん中ふくろいツーデーウオークを開催し、市民の健康づくりや日常的なウオーキングの運動習慣の定着を図っ
　ている。

２　本市の現状（主な取組） 4 スポーツ推進委員活動事業 779 4 2

4,500 4 4 4

4 4

8
総合型地域スポーツクラブ
支援事業

300 4 4 4

7 エアロビック普及事業

1 ウオーキング普及事業 1,267 4 4 4

3.3 概ね順調取組の評価
　　    ≪ 取組６ の基本方針≫
             １　生涯スポーツの推進　　　　　　     　　　  ４　公共スポーツ施設の充実
             ２　競技スポーツの推進　　　　　　　　　　　　 ５　特色あるスポーツ活動の推進
　　　　 　  ３　市民や地域のスポーツ活動の支援

　『　取  組　 』  に 　係　 る  社　 会　 の　 動 　向　 と　 本　 市　 の　 現　 状　　 　『 主 要 事 業 』に 係 る 事 業 評 価 表 の 評 価 結 果　　

１　社会の動向

◎　国は『スポーツ立国戦略』において、「新たなスポーツ文化の確立」を目指し、人（する人、観る人、支える人）の重視、連携・協働の推進を基本的な考え方と
　して、重点戦略・政策目標などを示しており、平成23年８月には、『スポーツ基本法』が制定されている。昭和36年に制定された『スポーツ振興法』の全面改正
　であり、スポーツを行う目的が多様化するとともに、地域におけるスポーツクラブの成長や、競技技術の向上、プロスポーツの発展など、スポーツを巡る状況は大
　きく変化している。
　　また、県では新たに『静岡県スポーツ振興基本計画』を平成23年３月に策定し、“ライフステージに応じたスポーツの振興”、“競技力の向上”、“スポーツ
　を支える環境づくり”を基本目標に掲げ、『“ふじのくに”生涯スポーツ社会の実現』を目指している。
◎『生涯スポーツ』は、子どもから高齢者まで幅広い人たちが、それぞれの体力や年齢、技術、興味、目的などライフステージに応じて、スポーツに取り組むように
　なってきており、参加者層の広がりとともに健康の保持・増進など、スポーツ参加の目的も多様化してきている。
　　このような生涯スポーツ意識の高まりを受けて、スポーツ実施人口は着実に伸びており、それに伴う新しいスポーツ種目が次々に現れてきている。
　　また、自治体等が進めている「誰もが、いつでも、どこでも、気軽に」行える“ニュースポーツ”の普及により、種目の多様化が進んでいる。
◎　競技スポーツの競技力を向上させるため、優秀なスポーツ選手及び指導者の育成、ジュニア期からトップレベルに至る戦略的支援の強化などが求められている。

番
号

5
各種スポーツ教室・大会
開催事業

4,357 3 3 4

6
全国ジュニアエアロビック大会
開催事業

4 4

10
静岡県市町村対抗駅伝競走大会
委託事業

1,808 3 3 4

12 エコパ活用補助事業 268 4 4 4

9 自然体験スポーツ教室委託事業 500 4

『   取   組   指   標   』   の   分   析   と   評   価   結   果

番　号 指　標　名 項　　目 現状値(計画)

4

4,925 5,000
4,741

908677 82

25.0 49.0 51.0

4 1

172.0 0.7
43.0 42.4

92.1 ▲ 1.3
1,129 3 3

学校運動施設運営事業 1,641 4 4
600,000 664,000655,000 659,000

692,555
670,000 675,000

14 家族で楽しむスポーツ推進事業

13

4

23

21

55.0

4
ウオーキングイベントの参加者数
(市内在住者のみ)【人】

評　 価 － 2

－ － － 116.6 25.33
全国スポーツ大会の出場者数
(激励金交付件数)【件】

目 標 値 － －

84

72

17.5達成率

4,775 4,8504,700
4

目 標 値 －

達成率 伸び率 －

評　 価

1
★定期的(週１回以上)にスポーツを
行っている人の割合【％】

－

実 績 値 42.7
－

2
東海道どまん中ふくろい
ツーデーウオーク開催事業

1,800 4 3 4

3 風見の丘施設管理運営事業 52,009 4 3 4

主 要 事 業 名

事 業 評 価 表 の 評 価 結 果

H23
事業費

【千円】

有 効 性 効 率 性 廃 止 の 影 響

４．有効
３．概ね有効
２．一部有効でない
１．有効でない

４．効率的
３．概ね効率的
２．一部効率的でない
１．効率的でない

４．影響あり
３．どちらでもない
２．影響ない
１．代替手法がある

市内公共運動施設運営事業 79,720 4 4 4

15

18 市内公共運動施設維持管理事業 11,661 4 4 4

17

学校運動施設維持管理事業 2,020 4 4 4

4

16

20

19

22

取組６ 市民スポーツの充実

政策１ みんなでつくる健康なまちづくり

取組６ 市民スポーツの充実

政策１ みんなでつくる健康なまちづくり



取組６　市民スポーツの充実　　

１　取組の有効性等の評価

１　総合評価

２　取組の基本方針別　今後の展開方向

　市民にニュースポーツ等が普及し、日常において気軽にスポーツに取り組んでもらうことで、スポーツの推進をはじめ、市民の
健康増進、地域交流やコミュニティのさらなる推進を図っていく。

拡充 継続推進

継続推進
3 市民や地域のスポーツ活動の支援

◎　多様化する市民ニーズに対応した施設整備と、スポーツを通じた交流の活性化を図るため、総合体育館の整備
　構想を計画的に策定していく必要がある。
◎　公共スポーツ施設の半数以上が完成後20年以上経過していることから、施設点検を重点的に行い安全管理に
　努めるとともに、施設の長寿命化を図るため安全を最優先として計画的な修繕を行っていく必要がある。

【その他留意事項】
　市民スポーツの充実については、健康づくりの推進等と併せて、組織の横断的な連携を図りながら、推進していくことも必要である。

4

3

　　 　　 緊　急　性
   　  ４．極めて高まっている
  　　 ３．高まっている
 　　  ２．一定程度高まっている
    　  １．高まっていない

3333

『 　  取 　　組 　  』　   の 　　総 　  合 　  評  　 価　　 と　　 今  　 後　   の 　  展　　 開　　 方　   向   

2

生涯スポーツの推進

継続推進 継続推進

有効性等有効性等有効性等有効性等のののの
評価結果評価結果評価結果評価結果（（（（CCCC））））

3.33.33.33.3 3.83.83.83.8

3.33.33.33.3

　市民の生涯にわたるスポーツ活動や健康づくり活動を推進するため、多様化する市民のニーズに対応した利用しやすい施設整備
を進めるとともに、スポーツを通じた交流の活性化を図るため、『総合体育館整備構想』の策定を計画的に行っていく。また、施
設の安心・安全を第一に、指定管理者等と連携して、サービスの向上と効率的な管理運営を行っていく。

　スポーツ振興や競技力向上などを図るため、スポーツ協会や各種競技団体と連携して、スポーツクリニックを開催したり、ラン
ニングキッズやジュニアエアロビック選手育成を支援したりすることで、トップアスリートの育成・スポーツ指導者への支援等を
推進していく。また、トップアスリートによる講習会の開催や優秀なスポーツ選手等を顕彰し、意欲の向上を図っていく。

1

◎　『親子スポーツ教室』をはじめ、『ファミリーバドミントン』や『親子グラウンドゴルフ大会』等の開催、
　さらには、スポーツ推進委員（体育指導委員）による各地域や学校等へのスポーツの実技指導等、本市のスポーツ
　振興に非常に大きな役割を果たしており、各種スポーツ教室や大会の開催、市民の健康増進に大きく貢献している
　ことから有効である。
◎　運動施設の利用者数は増加しており、市民スポーツの推進が図られており、有効である。

2

　　 　  必　要　性
   　  ４．極めて高まっている
  　　 ３．高まっている
 　　  ２．一定程度高まっている
    　  １．高まっていない

4444 3333

競技スポーツの推進

4444

　各種スポーツ教室をはじめ、クラウンメロンマラソン大会や市駅伝大会の開催は、スポーツ振興とともに、市民の健康増進や地
域コミュニティの推進につながっていることから、今後とも、市民ニーズを把握しながら、事業展開を図っていく。また、誰もが
気軽に取り組むことができるニュースポーツや健康・体力づくりに役立つウオーキングなどを推進していく。

番　号

 ≪評価基準≫　４ ４ ４ ４ ～ ～ ～ ～ 3333....6666：順調   　　3333....5 5 5 5 ～ ～ ～ ～ ３３３３：概ね順調   　　2222....9 9 9 9 ～ ～ ～ ～ ２２２２：一部に改善を要する  　　 1 1 1 1....9 9 9 9 ～ ～ ～ ～ １１１１：全体的に改善を要する

3.03.03.03.0

2222

1

　　　　 　有　効　性
　　　４．想定どおりの成果
 　　　３．概ね想定どおりの成果
　       ２．一定の成果
 　      １．想定した成果なし

4444

3.03.03.03.0

◎　公共運動施設（学校運動施設やコミュニティ施設含む）は、地域住民にとって身近なスポーツの場として定着
　しており、市民の体力づくり・健康増進や、コミュニティの醸成などが図られていることから、利用者に安心・
　安全な施設利用してもらうため、施設の適正な維持管理を継続して実施する必要がある。
◎　各種スポーツ教室をはじめ、クラウンメロンマラソン大会や市駅伝大会の開催は、市のスポーツ振興とともに、
　市民の健康増進や地域コミュニティの推進にも寄与するなど、その必要性が高まっている。

今　　後　　の　　展　　開　　方　　向

取　組　の　評　価 コ　メ　ン　ト　欄

◎　各種スポーツ教室をはじめ、クラウンメロンマラソン大会や市駅伝大会の開催は市のスポーツ振興とともに、市民の健康増進や地域コミュニティの推進につながっている。
　今後は、子どもたちが“わくわく”するスポーツ体験をさせるため、トップアスリートによる「スポーツクリニック」の充実や幼児から高齢者まで誰もがスポーツに親しむ
　ことができる「（仮称）ふくろいファミリースポーツフェスティバル」を開催するなど、幼児期からスポーツに親しむ環境づくりを目指していく。
◎　アマチュアスポーツの国際・全国大会に出場する個人又は団体に激励金を助成する『スポーツ選手激励事業』や、スポーツ指導者の資格取得費用に対して助成する
　『指導者養成事業』により、スポーツの振興や競技力の向上等が図られた。
◎　ニュースポーツ等の普及により、気軽にスポーツに取り組んでもらうことで、スポーツの推進はもとより、市民の健康増進、地域交流やコミュニティの推進につながった。
◎　公共スポーツ施設の管理運営について、指定管理者制度を導入することにより、サービス向上・行政コストの縮減が図られるとともに、利用者数等が増加しており、
　スポーツの振興・普及が図られた。

各評価結果の平均値

取組指標取組指標取組指標取組指標のののの
評価結果評価結果評価結果評価結果（（（（AAAA））））

主要事業主要事業主要事業主要事業のののの
評価結果評価結果評価結果評価結果（（（（BBBB））））

H24 H27H26取　　組　　の　　基　  本  　方  　針

H26 H27 コ　メ　ン　ト　欄

評価結果の平均値（C）

番　号 評　価　項　目 H22 H23 H24 H25

『 　  取 　　組 　  』　  の    有　　効　　性　・　必　　要　　性　・　緊　　急　　性　　の　　評　　価　　結　　果

概概概概ねねねね順調順調順調順調

5 特色あるスポーツ活動の推進

継続推進 継続推進 　広く市民にエアロビックを普及するため、『袋井エアロビック協議会』の協力を得ながら、新たに取り入れた「スローエアロビ
ック」（袋井発信のオリジナルエアロビック）をＰＲし、健康づくりの促進につなげるよう取り組んでいく。また、東海道どまん
中ふくろいツーデーウオークやウオーキングキャラバンなどのウオーキングイベントを継続的に開催するとともに、ノルディック
ウオークなど新しいウオーキングの普及も図っていく。

公共スポーツ施設の充実

H22 H23 H25

継続推進 継続推進

継続推進


